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【乳癌周術期化学療法の最適化】 
 
乳癌周術期化学療法の⽬的は、微⼩転移を制御し、根治率を上昇させることである。その適
応やレジメンに関しては、個々の患者の再発リスク、乳癌サブタイプ、患者の希望や有害事
象発症リスクなどを総合的に判断し、患者と shared decision making(意思決定の共有)を⾏
うことが重要であり、臨床医として⾼い能⼒が求められる。 
本教育セミナーでは、以下の 2 症例において、主に術前・術後化学療法の選択およびレジメ
ンについて、明⽇からの臨床に活かせるようなディスカッションをしたい。 
 
【症例１】 
46 歳、閉経前、右乳癌、Bp+SN 施⾏後。 
浸潤性乳管癌, pT1c(17mm)N0M0, ER 90%, PgR 70%, HER2 1+, Ki67 30%, Grade2 
既婚、⼦供⼆⼈（15 歳と 10 歳）フルタイムの事務職 
 
学びのポイント 
・代替サブタイプ分類と化学療法の適応について。 
・多遺伝⼦アッセイとその結果に基づく治療⽅針について。 
・化学療法を⾏う場合のレジメン選択と副作⽤マネジメントについて。 
 
【症例 2】 
46 歳、閉経前、右乳癌、cT1c(17mm)N0M0 
浸潤性乳管癌, ER 70%, PgR 50%, HER2 3+, Ki67 30%, Grade2 
既婚、⼦供⼆⼈（15 歳と 10 歳）、フルタイムの事務職 
 
学びのポイント 
・術前化学療法を⾏うか、⼿術を先⾏させるかの治療⽅針選択について。 
・レスポンスガイド治療の意義について。 
・化学療法と抗 HER2 療法のレジメン選択について。 
 


